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研究成果の概要（和文）：本研究では，在宅生活中および入院/入所中の認知症者におけるADL障害に関連する要
因を重症度別に明らかにすることを目的としていた。H30年度は, 各評価指標とADLとの関連性を重症度別に多数
例を集めて調査した。これまで集まった対象者の合計としては, 軽度認知症7名, 中等度認知症31名, 重度認知
症93名であった。ADL; Phsical Self Maintenance Scale(PSMS) を被説明変数として, その他の臨床変数を説明
変数として重回帰分析を実施したところ, 認知機能, 並存疾患の重症度, 栄養状態, agitationが有意に関連し
ていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We conducted a single-centre observational study. The total number of 
participants was 131 (male: 33, female: 98, mean age: 87.0 ± 7.0, mild and moderate dementia: 38, 
severe dementia: 93).Multiple regression analyses identified the association between PSMS score as 
the dependent variable and other variables as independent variables. 
Results: In participants with severe dementia, the PSMS scores at baseline were significantly 
associated with CTSD, CCI, MNA-SF, and CSDD scores.It is noteworthy that for participants with 
severe dementia, the only factor associated with ADL after 6 months was cognitive function, as 
assessed by CTSD score. Conclusions: The most important factor predicting functional decline is 
cognitive function even the severe and profound stage.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって, 入院する認知症患者に対して効果的な日常生活リハビリテーションを行うには、その背景障害
とそれらの影響の程度の検討することが重要であった。結果として、認知機能障害、並存疾患、栄養状態、焦燥
感が日常生活障害の原因としてあげられた。これは、従来行動心理症状ばかりに囚われていた認知症リハビリテ
ーションの方法を日常生活障害に焦点を当てた場合、リハビリテーションの方法を変更する必要性があることが
示唆された。今後は、日常生活能力を改善するためには重度にいたってさえもこれらの要因にアプローチする必
要がある。これは従来のリハビリテーション方法を変更しなければならないという点で重要な結果である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 わが国の認知症者の数に関しては，2025 年には 470 万人，2060 年には 1000 万人を超える
という推計が報告されている。新オレンジプランでは，認知症の発症や増悪を防ぎ，在宅での
ADL を維持し，入院/入所を遅らせるとの方針が示されている。また，認知症者の ADL の低下
は介護者の身体的・精神的介護負担との関連性も強く，認知症者だけでなく介護者の Quality of 
Life (QoL)低下の危険因子でもある。 
  これまでに，認知症者の ADL 障害に関連する因子として，認知機能障害をはじめ， 
Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia (BPSD)，栄養障害，並存疾患の重症度，
身体活動量，睡眠-覚醒リズム，喫煙歴などの要因が指摘されている。しかし，それらを報告し
た研究には，重症度などの交絡因子の調整が不十分なものなどが多く, 包括的に ADL 障害の要
因が調査されておらず, 効果的な ADL 障害に対するリハビリテーション方法が明らかにされ
てこなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，在宅生活中および入院/入所中の認知症者における ADL 障害に関連する要因を
重症度別に明らかにし，その知見にもとづいて，ADL への介入方法を提案することを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 

研究１年目は，身体活動量および睡眠-覚醒リズムなど客観的な指標を加えて, その他の認知
機能障害や BPSD と ADL との関連性を検証する。研究２年目は，重症度別に，同様の手法で
ADL との関連性について重回帰分析を用いて検討する。 
 
４．研究成果 
 本研究では，在宅生活中および入院/入所中の認知症者における ADL 障害に関連する要因を重
症度別に明らかにすることを目的としていた。H30 年度は, 各評価指標と ADL との関連性を重
症度別に多数例を集めて調査した。これまで集まった対象者の合計としては, 軽度認知症 7名, 
中等度認知症 31名, 重度認知症 93名であった。ADL; Phsical Self Maintenance Scale(PSMS) 
を被説明変数として, その他の臨床変数を説明変数として重回帰分析を実施したところ, 認知
機能, 並存疾患の重症度, 栄養状態, agitation が有意に関連していることが明らかになった。 
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